
不規則振動への拡張
設計論で荷重化の議論エッセンス



多自由度系への拡張
•運動方程式

•モーダルアナリシス
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モーダルアナリシスによる一般化
されたモード毎の量

•ｊ次振動モードに関する定義であり，振動モー
ド毎に異なる．

• 一般化質量

• 一般化減衰

• 一般化剛性

• 一般化外力
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一般化外力について展開
•クロススペクトル密度関数S(x1,x2,ω)
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つづき
R:外力の空間相関関数
X：結合モード変換関数 joint-mode acceptance
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つまりは
•Ｊ次モードに関し

•１自由度系の定義に関し，結合モード変換関数
がはいる

•動的応答倍率の特性から低減衰の場合は固有値
付近のエネルギーが卓越
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不規則外力の荷重化
• 不規則応答

• 対象は、変位でも、断面力でも
• 評価すべき最大値を求めたい

• ある区間の極大値の平均。。。
• 都市基盤構造では一般に減衰率は小さい

• 動的応答倍率が固有振動数付近で極めて大きくなる
• 振幅分布を見ると狭帯域のガウス過程である場合が多い

• と仮定して、ある時間の極大ピークの期待値から以下の定式化が
よく用いられる

• 強風の場合、最大期待値は２、３内外
• 瞬間最大風速は平均風速の３割、４割増し
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課題
•難しい議論でした
•外力を荷重化する場合のイメージをまとめてく
ださい


